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■  誰にでも使える 
プレストレストコンクリートを
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女は過去を振り返らず現実に生き，男はいつも過去
の延長線上に現在の自分を位置づけるものであるとよ
く言われる。私自身まさにそのような男であり，それ
も最近はとみに過去の想い出にひたる時間が長くなっ
てきているような気がする。それは，単なる老化の過
程であろうと指摘する人もいる。
思えば，入社以来 30年以上，プレストレストコン

クリートの実務に携わってきた。わが国のプレストレ
ストコンクリートの歴史が 60年あまりならば，その
ほぼ後ろ半分をともに生きてきたことになる。
より大きく，より新しい PC橋梁の実現を目指し，

その達成へ向けての歩みが技術者としての成長とやり
がいに重なり合って，皆が大いに楽しめた良き時代で
あったと思う。設計あるいは施工に携わった構造物も，
本人同様にいつのまにか齢を重ねつつも，それなりに
まだ現役で働いていてくれる。
さて，伝統ある PC工学会誌の巻頭言を執筆する機
会をいただいたのを奇貨として，そのような過去の積
み重ねの結果，現在の自分が思うプレストレストコン
クリートについての思いを書いてみたい。
ここに，ひとつの疑問がある。プレストレストコン
クリート技術は，土木の世界に十分に普及しただろう
か？私たちはそのための十分な努力をしてきただろう
か？この疑問は，自分の心残りにも近い。
プレストレストコンクリートは素晴らしい技術であ
ると思う。わが国に導入されて以来，多くの研究者・
実務者の方々の不断の努力によってその技術は急速に
発展し，とくに PC橋梁分野で大きく花開いた。しか
し，土木全体でいえば，今に至っても，橋梁・タンク
以外の分野で十分広く普及するに至ったとはいえない
のではないだろうか。
設計においては，RCから PCまでを包含するすべ
てのコンクリート構造が，統一した考え方で設計でき

る示方書体系をつくる努力がなされてきた。ところが，
実務レベルで RCと PCが適材適所で選択される環境
は整っているだろうか。RCの設計者にとって，今で
も PCの設計者は特殊な設計を行う人とみなされてい
ないか。
一方，施工においては，プレストレッシングそのも
のがいまだに特殊な技能と経験を要する工種であり，
それを管理する技術者のレベルも，一般のコンクリー
ト技術者にとって敷居が高いといわれる。
確かに，PC橋梁の発展期には，PC技術を高度に維

持しなければ難易度の高い構造物を高品質でつくりあ
げることは不可能であっただろう。しかし，プレスト
レストコンクリート技術の在り様を，特殊な難しいコ
ンクリートとしてとどめておいたことが，いろいろな
分野への大きな広がりを制限することにつながった一
因となったのではないだろうか。
そこで提言したいのが「誰にでも使えるプレストレ

ストコンクリート技術」の確立である。設計・施工両
面で，簡易だが効果的な適用が可能な技術は，少なか
らず切り分けられる。プレストレストコンクリートの
専門家が使用法を考えて提案しなくても，一般ユー
ザーが使ってみたいところに手軽に使える仕組みをつ
くる努力をすべきだと思う。

PC工学会としては，これまで同様に，いやこれま
で以上に最先端の技術をもってプレストレストコンク
リート技術の発展に貢献し，難易度の高い構造物に挑
戦していくべきだと思う。一方で，プレストレストコ
ンクリート技術を専門家以外に広めるさらなる努力が
必要とされる時代だと考える。
最後に，過去にとらわれず現実を直視するといわれ

る女性にも，プレストレストコンクリートを扱う技術
者がどんどん増えていって欲しいものである。本工学
会にも女性理事が必要な時であろう。
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